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令和 5年度 関西医療大学 入学試験問題 解答 ［推薦Ⅱ期］ 

数学Ⅰ・数学Ａ 

 

 

 

Ⅰ． ア 
5−√21

2
 イ 5 ウ 

7

5
 ≦ 𝑥 ≦ 17 

エ ① オ ② カ ④ 

 

 

 

Ⅱ． （１） 𝑓(𝑥) = 𝑎𝑥2 − 4𝑎𝑥 + 𝑎2 + 2𝑎 − 3 

  = 𝑎(𝑥2 − 4𝑥) + 𝑎2 + 2𝑎 − 3 

  = 𝑎(𝑥 − 2)2 − 4𝑎 + 𝑎2 + 2𝑎 − 3 

  = 𝑎(𝑥 − 2)2 + 𝑎2 − 2𝑎 − 3 

答 最小値：𝑎2 − 2𝑎 − 3，xの値：x=2 

（２） 0 ≦ 𝑥 ≦ 3において， 

  最小値：𝑎2 − 2𝑎 − 3 （x=2 のとき） 

  最大値：𝑎2 + 2𝑎 − 3 （x=0 のとき） 

である。0 ≦ 𝑥 ≦ 3において，x軸と共有点をもたないのは， 

  （ⅰ） 最小値：𝑎2 − 2𝑎 − 3 > 0のとき 

  （ⅱ） 最大値：𝑎2 + 2𝑎 − 3 < 0のとき 

のいずれかの場合である。 

（ⅰ）のとき 

  𝑎2 − 2𝑎 − 3 > 0 

 (𝑎 + 1)(𝑎 − 3) > 0 

  𝑎 < −1，3 < 𝑎 

 𝑎 > 0より，3 < 𝑎 

（ⅱ）のとき 

  𝑎2 + 2𝑎 − 3 < 0 

 (𝑎 + 3)(𝑎 − 1) < 0 

  −3 < 𝑎 < 1 

 𝑎 > 0より，0 < 𝑎 < 1 

（ⅰ），（ⅱ）より，0 < 𝑎 < 1，3 < 𝑎 

答 0 < 𝑎 < 1，3 < 𝑎 

  



（３） 𝑓(2) < 0より，𝑓(2) = 𝑎2 − 2𝑎 − 3 < 0 

  (𝑎 + 1)(𝑎 − 3) < 0 

  −1 < 𝑎 < 3 …① 

𝑦 = 𝑓(𝑥) の軸の方程式が 𝑥 = 2  であるからグラフの対称性より 

 0 ≦ 𝑥 ≦ 3 において 𝑥 軸と異なる 2点で交わるのは 𝑓(2) < 0 かつ 

 𝑓(3) ≧ 0 の場合である。 

 𝑓(3) ≧ 0より，𝑓(3) = 9𝑎 − 12𝑎 + 𝑎2 + 2𝑎 − 3 ≧ 0 

  𝑎2 − 𝑎 − 3 ≧ 0 

  𝑎 ≦ 
1−√13

2
，

1+√13

2
 ≦ 𝑎 …③ 

 𝑎 > 0と①～③より，
1+√13

2
 ≦ 𝑎 < 3 

答 
1+√13

2
 ≦ 𝑎 < 3 

 

 

 

Ⅲ． （１） △ABCについて，余弦定理より， 

  cos 𝜃 = 
52+62−72

2×5×6
 = 

12

2×5×6
 = 

1

5
 

 △ABDについて，余弦定理より， 

  AD2= 52 + 22 − 2 × 5 × 2 × cos 𝜃 

  = 29 − 4 = 25 

 AD>0 より AD=5 

答 cos 𝜃 = 
1

5
，AD=5 

（２）  sin 𝜃 = √1 − cos2 𝜃 = √1 −
1

25
 = √

24

25
 = 

2√6

5
 

 △ABCについて正弦定理より， 

  2𝑅 = 
CA

sin 𝜃
 =

7
2√6

5

 = 
35

2√6
 = 

35√6

12
 

  𝑅 = 
35√6

24
 

 方べきの定理より， 

  AD:DE=BD:DC 

  5DE=8 



  DE=
8

5
 

 △ABDは AB=AD=5より二等辺三角形であるから， 

  ∠ADB=∠ABD=𝜃 

  ∠BDE=180° − 𝜃 

 △BDEの面積は， 

  
1

2
 × 2 × 

8

5
 × sin(180° − 𝜃) = 

8

5
 × sin 𝜃 = 

8

5
 × 

2√6

5
 = 

16√6

25
 

答 𝑅 = 
35√6

24
，△BDEの面積：

16√6

25
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化学基礎 

 

 

 

１． 問１ （２），（３） 問２ （２），（３），（４） 

問３ （３），（４） 問４ （１），（３），（４） 

問５ （２），（４） 

 

 

 

２． 問１ （１） （イ） （２） （エ） 

（３） （ア） （４） （ウ） 

問２ （１） （ａ） （２） （ａ） 

（３） （ａ） （４） （ｃ） 

問３ （１） NaOH （２） SiO2 

（３） Au  （４） CO2 

 

 

 

３． 問１ 2Al + Fe2O3 → Al2O3 + 2Fe 

問２ アルミニウムと酸化鉄（Ⅲ）の反応する質量比は， 

 2×27:(56×2+16×3)=54:160=5.4:16 

となるので，アルミニウム 5.4g と酸化鉄（Ⅲ）16g が反応するので，残ったの

はアルミニウムとなり，その質量は， 

 8.1-5.4=2.7〔g〕 

答 アルミニウム，2.7g 

問３ 16gの酸化鉄（Ⅲ）の物質量は， 

 
16

160
 = 0.10〔mol〕 

より，酸化アルミニウムも 0.10mol生成したので，その質量は， 

 (27×2+16×3)×0.10=10.2≒10〔g〕 

答 10g 

 

 

 



４． 問１ 
1.0×10−4

0.100
 = 1.0 × 10−3〔mol/L〕 

答 1.0 × 10−3mol/L 

問２ HCl →  H+ + Cl― より，水素イオン濃度は塩酸の濃度と等しく1.0 ×

10−3mol/Lである。このとき，pHは 3である。 

答 水素イオン濃度：1.0 × 10−3mol/L，pH：3 

問３ 100倍に希釈すると，水素イオン濃度は
1

100
になるので， 

 1.0 × 10−3 × 
1

100
 = 1.0 × 10−5〔mol/L〕 

このとき，pHは 5である。 

答 水素イオン濃度：1.0 × 10−5mol/L，pH：5 

問４ 問３の水素イオン濃度を
1

1000
すると，1.0 × 10−8mol/Lとなるが，純水な水の

電離による水素イオン濃度の1.0 × 10−7mol/L より小さくなることはないので，

pHは 7より大きくはならない。 

 

 

 

５． （１） 3Cu + 8HNO3 → 3Cu(NO3)2 + 4H2O + 2NO 

（２） Cu + 2H2SO4 → CuSO4 + 2H2O + SO2 

（３） 2Al + 3H2SO4 → Al2(SO4)3 + 3H2 
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生物基礎 

 

 

 

Ⅰ． １． RNA B名称 TACATGCTACGG 

 ↓ ↓ 

mRNA（伝令 RNA） AUGUACGAUGCC 

２． 核膜孔 

３． （イ） リボソーム （ウ） tRNA（転移 RNA） 

４． アンチコドン 

５． ペプチド結合 

６． 4個 

７． ① 28％ ② 23％ ③ 27％ ④ 26％ 

 

 

 

Ⅱ． １． ① 乳酸菌，大腸菌 

② 酵母菌，乳酸菌，大腸菌，クロカビ 

２． （１） リゾチーム （２） 適応免疫（獲得免疫） 

３． ① 体液性免疫 ② B細胞 

４． イ） 

５． イ） 

６． 二次応答 

 

 

 

Ⅲ． １． ホルモン X：チロキシン ホルモン Y：甲状腺刺激ホルモン 

２． 脳下垂体前葉 

３． ① 減少する ② 増加する 

③ ホルモン X：減少する ホルモン Y：減少する 

４． フィードバック調節 

５． 神経分泌細胞 
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ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ・英語表現Ⅰ 

 

 

 

Ｉ． １． （１） with （２） awareness （３） impact 

（４） for （５） attention （６） hypothesis 

２． ［Ａ］ You must have seen such road safety messages before 

３． （イ） ｆ （ロ） ａ （ハ） ｄ 

（ニ） ｃ （ホ） ｂ （ヘ） ｅ 

４． ［Ｂ］ 道路で点滅表示している，交通事故の実際の死者数が多くなるにつれ

て，その後 10キロメートル内で交通事故が起こる確率も増加した。 

［Ｃ］ 標識が衝撃的であればあるほど，人が道路よりも事故の危険性に注意

を払う可能性が高くなる。 

５． ｃ 

 

 

 

Ⅱ． （１） ③ （２） ④ （３） ② （４） ④ （５） ② 

（６） ④ （７） ① （８） ③ （９） ① （10） ① 
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